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＜研究概要＞ 

 

流砂系の総合土砂管理における砂防堰堤群等の機能的活用方法を検討するため

に、不透過型および透過型砂防堰堤からなる堰堤群を土砂動態シミュレーション

モデルに導入する方法を提案し、土砂管理目標に応じた砂防堰堤配置整備計画に

適用できるようにする。また、河川管理区間での環境目標の検討に利用できるよ

うな二次元河床変動計算モデルの構築も行う。さらに、総合土砂管理における流

砂観測の意義や役割についても明確にする。 

 

＜事後評価コメント＞ 

 

本研究では、透過型砂防堰堤の土砂調節機能をモデル化して土砂動態シミュレ

ーションモデルに導入し、出水時における上流側の堰堤群と下流側で生ずる堆砂

や河床低下に関する定量的な関係性を示した。また流砂観測の意義について危機

管理と土砂管理の視点から検討し、これの新たな活用法の提案を行った。これに

より，砂防堰堤（透過型・不透過型）の効率的な施設配置計画への活用や下流河

川への土砂供給の定量的予測が期待できる。 

今後は、開発された土砂動態モデルを用いて、種々のシナリオにおける砂防堰

堤の機能・効果の評価について検討を進めていただきたい。 

 

※評価基準 
Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった 
Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 
Ｃ：一定の研究成果があった 
Ｄ：研究成果があったとは言い難い  


